
第
６
回
テ
ー
マ

第
７
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テ
ー
マ
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師
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殿
様
が
語
る
松
平
大
和
守
家

前
橋
空
襲
と
復
興

松
平
家
当
主
・
松
平
直
泰
さ
ん

歴
史
文
化
活
用
委
員
会
委
員
・
原
田
恒
弘
さ
ん

　前橋市の歴史文化遺産を
活用した地域づくりの担い手
となる「前橋学市民学芸員 」
養成講座（第１期 ）を11月ま
で開催中。このコーナーでは、
すでに開催された講座内容の
一部を紹介します。第２期は
来年１月に開講予定。詳細は
決まり次第お知らせします。

問い合わせは
文化国際課  ☎027-898-6992

　
前
橋
藩
主
・
松
平
氏
は
、
徳
川
家
康
の
次

男
秀
康
の
５
男
直
基
を
祖
と
し
、
代
々
大
和

守
を
称
し
ま
し
た
。
初
代
・
直
基
は
勝
山
、

越
前
大
野
、
出
羽
山
形
を
経
て
、
姫
路
15
万

石
を
有
し
ま
し
た
。
２
代
・
直
矩
は
姫
路
よ

り
越
後
村
上
、
豊
後
日
田
、
出
羽
山
形
、
奥

州
白
河
に
移
り
、
４
代
・
明
矩
は
再
度
姫
路

　
昭
和
20
年
に
入
り
米
軍
機
に
よ
る
日
本

本
土
へ
の
空
襲
が
激
し
く
な
る
と
、
前
橋
市

内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
空
襲
対
策
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
公
共
防
空
壕ご

う

の
設
置
や
防
空
演

習
の
ほ
か
、
空
襲
に
よ
る
火
災
の
延
焼
を
防

ぐ
た
め
、
前
橋
駅
や
市
役
所
周
辺
、
広
瀬
川

河
畔
な
ど
で
建
物
の
強
制
撤
去
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
疎
開
が
多
く
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
時
の
人
口
調
査
に
よ

る
と
昭
和
19
年
１
月
か
ら
昭
和
20
年
11
月

ま
で
の
間
に
１
万
２
，
１
７
９
人
減
少
し
ま

し
た
。

　
８
月
５
日
の
空
襲
で
は
、死
者
５
３
５
人
、

負
傷
者
６
０
０
人
以
上
に
上
り
ま
し
た
。
ま

た
、
当
時
の
市
街
地
戸
数
２
万
８
７
１
戸
の

へ
。
そ
し
て
５
代
・
朝
矩
の
と
き
に
前
橋
藩

主
に
な
り
ま
し
た
（
１
７
４
９
年
）。

　
し
か
し
、
利
根
川
の
洪
水
に
よ
る
城
の
崩

壊
の
た
め
朝
矩
は
川
越
に
移
り
、
そ
の
後
、

11
代
ま
で
の
約
１
０
０
年
間
、
前
橋
は
川
越

藩
の
分
領
で
し
た
。
た
だ
し
、
代
々
の
藩
主

は
前
橋
へ
の
帰
城
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。

　
11
代
・
直
克
は
横
浜
開
港
に
よ
る
生
糸

貿
易
で
巨
万
の
富
を
得
た
前
橋
商
人
ら
の

資
金
で
前
橋
城
を
再
建
。
前
橋
帰
城
が
か
な

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
廃
藩
置
県

に
よ
り
松
平
氏
が
治
め
る
時
代
は
終
わ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、松
平
家
は
12
代
・
直
方
、13
代
・

基
則
、14
代
・
直
之
、15
代
・
直
冨
、16
代
・

直
正
と
続
き
、
現
在
は
17
代
・
直
泰
さ
ん
が

当
主
で
す
。
直
泰
さ
ん
は
昭
和
49
年
、
当
時

の
藤
井
精
一
市
長
の
勧
め
で
前
橋
市
民
と

な
り
ま
し
た
。

う
ち
、
全
焼
１
万
１
，
４
６
０
戸
、
半
焼
58

戸
、
人
口
９
万
３
，
１
３
１
人
の
う
ち
、
被

災
人
口
は
６
万
７
３
８
人
で
し
た
。
遺
体
の

多
く
は
損
傷
が
著
し
く
、
遺
族
に
よ
る
判
別

や
引
き
渡
し
に
手
間
取
り
、
そ
の
間
の
腐
敗

に
よ
り
見
る
に
堪
え
な
い
状
態
で
し
た
。

　
空
襲
翌
日
に
は
近
隣
の
旧
村
に
よ
る
食

料
の
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

衣
料
な
ど
の
配
給
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

十
分
な
量
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
被
災
地
の
復
興
は
女
性
の
働
き
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
男
性
た
ち
の
戦
死
や
戦
傷
に

よ
り
働
き
手
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
女
性

が
中
心
と
な
り
、
自
宅
や
近
所
の
が
れ
き
の

片
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

Q.文の最初の夫である久
くさかげんずい

坂玄瑞から送られた手紙「涙
る い

袖
しゅう

帖
ちょう

」とは何ですか？
A.文が最初に結婚した久坂玄瑞との結婚生活は、約７
年。幕末の戦乱の中、二人は手紙を交わすことで夫婦
としての絆を深めていきました。その後、久坂が亡く
なってからも、文は久坂からの手紙を大切にしていま
した。
　文は、40歳のとき、楫取素彦と再婚しますが、それ
らの手紙を持って前橋に嫁ぎました。文の前夫からの
手紙ではありますが、楫取にとって、久坂玄瑞は義弟
であり、同じ時代を生き抜いた同士。手紙を読んだ楫
取は、大変感動したそうです。そして、その手紙を表具
屋で巻物にし、巻物の箱には、「涙袖帖」と記して、夫
婦で大切に持っていたそうです。
　涙袖帖は、全部で３巻でしたが、太平洋戦争中の空
襲で失われ、現在は楫取家に１巻のみが残っています。

あなたの疑問に答えます！

「花燃ゆ」放映決定記念企
画

松平家と前橋の歴史を語る直泰さん

■ 

生
活
習
慣
を
改
善
し
て
が
ん
を
防
ぐ

　
が
ん
は
生
活
習
慣
病
の
一
つ
で
す
。
受
動

喫
煙
を
含
む
喫
煙
や
過
剰
飲
酒
、
肥
満
、
野

菜
・
果
物
の
摂
取
不
足
、
運
動
不
足
な
ど
の

生
活
習
慣
が
、発
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

健
康
な
と
き
か
ら
生
活
習
慣
を
見
直
せ
ば
、

が
ん
や
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、不
治
の
病
で
あ
っ
た
が
ん
も
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行
え
ば
、
治
る
確

率
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
早
期
の
が
ん
は
自

覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
定
期
的

に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

10
月
か
ら

胸
部
集
団
検
診
が
始
ま
り
ま
す

　
10
月
か
ら
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
、「
胸
部
（
結
核
・
肺
が
ん
）
集
団
検

診
」
が
始
ま
り
ま
す
。
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
受
診
シ
ー
ル
に
同
封
し
た

チ
ラ
シ
や
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

期
日
・
会
場
＝
左
表
の
と
お
り

受
付
時
間
＝
〈
平
日
〉
午
前
９
時
30
分
～
11

時
〈
土
日
曜
〉
午
前
８
時
30
分
～
11
時

対
象
＝
40
歳
以
上
で
本
年
度
未
受
診
の
人

用
意
す
る
物
＝
受
診
シ
ー
ル

が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
鍵

無
料
で
が
ん
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
　
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
　
健
康
増
進
課　
☎
０
２
７

−

２
２
０

−

５
７
８
４

　
　
健
康
ま
え
ば
し
21・い
き
い
き
健
康
教
室・ま
え
ば
し
ウ
エ
ル
ネ
ス
企
業
に
つ
い
て
は
　
同
課　
☎
０
２
７

−

２
２
０

−

５
７
０
８

　
９
月
は
が
ん
征
圧
月
間
・
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す
。
日
頃
か
ら
病
気
に
な
り
に
く
い

生
活
を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
、
定
期
的
に
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　健康増進計画「健康まえばし21
（第2次）」を策定。この計画では、
健康寿命の延伸や、健康格差の縮
小を目指し、地域の皆さんと連携
して、健康なまちづくりを推進し
ていきます。いつまでも若々しく
健康であるために、年齢に応じた
健康づくりをしましょう。

◦いきいき健康教室を開催
　保健師や管理栄養士、歯科衛生士が、あなたのまちや会社、学校などへ出
向き、無料で健康教室を開催します。
◦まえばしウエルネス企業を募集
　本市では企業と連携して健康づくりを推進しています。従業員や家族の
健康づくりに取り組む企業を「まえばしウエルネス企業」として登録します。
登録されると、いきいき健康教室の利用や、最新の健康情報を掲載した情報
誌を受け取ることができます。詳しくは本市ホームページをご覧ください。

皆さんの健康づくりをお手伝い 第２次健康増進計画

期日 会場

10月1日㈬ 水道局

10月2日㈭ 総合福祉会館

10月3日㈮ 元総社市民サービスセンター

10月7日㈫ 東市民サービスセンター

10月8日㈬ 上川淵市民サービスセンター

10月9日㈭ 城南支所

10月15日㈬ 南橘市民サービスセンター

10月16日㈭ 永明市民サービスセンター

10月17日㈮ 総社市民サービスセンター
10月19日㈰

県健康づくり財団（堀之下町）
10月26日㈰

※10月19日㈰・26日㈰は、特定健診、後期高
齢者健診、健康増進健診、肝炎ウイルス検診、
前立腺がん検診も受けられます。
※10月26日㈰は、乳がん検診と子宮頸がん検
診も受けられます。受付時間は午後1～2時。
乳がん検診は予約が必要です。希望者は託
児ができます。

胸部（結核・肺がん）集団検診

　平成27年ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」は、吉田松陰
の妹で、初代群馬県令・楫

かとりもとひこ

取素彦の妻となる文
ふみ

が主人
公です。このコーナーでは、「花燃ゆ」に関する皆さん
の疑問に答えます。

6広報まえばし　平成26年９月１日号7 市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111


